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「
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
」
は
地
域
限
定
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
で
す
。

　

新
潟
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
県
内

第
二
の
都
市
、
長
岡
市
に
あ
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
エ
リ
ア

は
、
長
岡
市
・
小
千
谷
市
・
見
附
市
・

出
雲
崎
町
の
四
つ
の
行
政
区
域
で
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
社
名
は
「
長
岡
移

動
電
話
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
」。

　

平
成
四
年
に
事
業
を
始
め
た
通
信
会

社
が
前
身
で
、
平
成
十
年
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
当
社
が
長
年
行
っ
て
き

た
行
政
相
談
制
度
及
び
行
政
相
談
委
員

制
度
の
広
報
活
動
に
対
し
て
、
令
和
四

私
た
ち
は
地
域
密
着
ラ
ジ
オ
で
す
！

〜
災
害
時
に
は
安
心
と
安
全
を
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
〜

長
岡
移
動
電
話
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
（
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
）

代
表
取
締
役
社
長

脇
屋　

雄
介

こ
と
ば

令和四年度全国行政相談委員連合協議会会長感謝状贈呈式
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は
す
ご
く
相
性
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
長
岡
の
大
花
火
大
会
の
他
に
、

小
千
谷
市
片
貝
の
世
界
一
の
四
尺
玉
花

火
大
会
も
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
で
実
況
中
継

を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
地
震
に
よ
る
災
害
放
送

　

平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
、
震
度

七
の
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
新
潟

県
中
越
地
震
で
す
。

　

停
電
・
火
災
・
山
崩
れ
の
発
生
す
る

中
、
当
社
は
、
直
ち
に
被
災
者
に
向
け

て
災
害
情
報
の
放
送
を
行
い
ま
し
た
。

い
っ
た
コ
ア
な
情
報
も
伝
え
て
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

観
覧
会
場
で
見
て
い
る
人
は
、
花
火

ア
ナ
ウ
ン
ス
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
タ
ー

マ
イ
ン
の
音
楽
が
聞
こ
え
て
き
ま
す

が
、
長
岡
花
火
は
ご
自
宅
の
庭
、
近
く

の
公
園
、
山
の
上
、
広
大
な
田
ん
ぼ
の

中
な
ど
、
観
覧
会
場
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
で
見
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
れ
も
花
火
の
楽
し
み
方
で
す
。

そ
ん
な
み
な
さ
ん
が
、
花
火
が
発
す
る

音
は
も
ち
ろ
ん
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
や

音
楽
な
ど
、
ラ
ジ
オ
を
聴
き
な
が
ら
長

岡
花
火
を
一
緒
に
楽
し
む
。
や
は
り
、

音
が
あ
っ
て
初
め
て
完
成
す
る
お
祭
り

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
一
般
財
団
法
人
長
岡
花
火

財
団
公
式Y

ouT
ube

の
ラ
イ
ブ
配
信

で
、
花
火
の
映
像
と
ラ
ジ
オ
の
音
声
を

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
視
聴
者

は
世
界
に
広
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
時

代
が
変
わ
っ
て
も
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
花
火

中
継
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
観
覧
会
場
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
を
聴
き
な
が
ら
長
岡
花

火
を
見
て
い
る
人
に
、
そ
の
音
を
送
り

続
け
る
の
で
す
。
花
火
大
会
と
ラ
ジ
オ

年
度
全
国
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会

会
長
感
謝
状
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
は
、
開
局
し
て
今
年

で
二
十
五
年
を
迎
え
る
地
域
密
着
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
で
す
。

Ｆ
Ｍ
長
岡
花
火
中
継

　

長
岡
の
大
花
火
大
会
は
、
長
岡
市
中

央
部
に
あ
る
川
幅
約
１
㎞
の
大
河
、
信

濃
川
で
打
ち
上
げ
ら
れ
、
毎
年
百
万
人

を
超
す
観
客
が
集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
で

あ
り
ま
す
。
８
月
２
日
と
３
日
の
夜
、

マ
ニ
ア
ッ
ク
な
解
説
で
楽
し
ま
れ
て
い

る
花
火
中
継
特
別
放
送
。
長
岡
花
火
は

全
国
で
も
珍
し
い
「
慰
霊　

復
興　

平

和
」
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
た
花
火

大
会
で
す
。
一
般
財
団
法
人
長
岡
花
火

財
団
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
運
営
で
き
て
い
ま

す
。

　

花
火
中
継
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ラ
ジ

オ
と
い
う
音
で
、
一
発
一
発
に
込
め
ら

れ
た
「
熱
」
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と

で
す
。
そ
の
上
で
、
た
だ
「
き
れ
い
だ

ね
」
だ
け
で
は
な
い
花
火
の
形
や
色
、

打
上
げ
方
、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
と

FMながおかスタジオを飛び出して　イベント放送
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放
送
機
器
の
協
力
等
の
支
援
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

昨
年（
令
和
四
年
十
二
月
）の
新
潟
県

中
越
豪
雪
の
時
も
、
道
路
渋
滞
情
報
を

昼
夜
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
導
入

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の
緊
急

告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、
災
害
時
に
行
政

か
ら
の
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
緊
急

放
送
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
電

波
を
利
用
し
て
割
込
み
放
送
を
す
る
も

の
で
、
今
ま
で
の
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム

を
補
完
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
全
国
へ

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
で
は
、
中
越
地
震
の

二
年
後
に
長
岡
市
と
契
約
し
導
入
し
た

も
の
で
、
国
内
初
導
入
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
役
所
の
防
災
本
部
に
緊
急
割
込

み
リ
モ
ー
ト
装
置
を
置
き
、
Ｆ
Ｍ
な
が

お
か
ま
で
専
用
線
で
接
続
し
、
災
害
時

に
直
ち
に
放
送
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

信
頼
の
あ
る
長
岡
の
方
式
は
、
全
国

で
二
十
万
台
以
上
に
広
が
っ
て
お
り
、

海
外
に
お
い
て
も
実
証
試
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
各
戸
へ
配
布
し
て
あ

る
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
端
末
の
他
に
、
屋

外
柱
上
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
情
報
伝
達

も
長
岡
市
内
に
お
い
て
１
７
７
個
所
に

設
置
済
で
災
害
対
応
と
し
て
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

以
上
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
の
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
「
行
政
相
談
制
度
」
及
び

「
行
政
相
談
委
員
制
度
」
に
つ
い
て
、

新
潟
行
政
評
価
事
務
所
の
担
当
職
員
の

方
々
に
放
送
番
組
に
出
演
し
て
い
た
だ

き
、「
行
政
相
談
」
と
い
う
制
度
を
、

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
直
接
リ
ス
ナ
ー
に
届

け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
も
含
め
広
報
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
広
報
活
動
が
、
行
政
相
談
委

員
の
活
動
の
支
援
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
良
い
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
行
政
相
談

委
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
ス
タ
ジ
オ
に
入
り
、
長
岡
市
内
の

被
害
状
況
を
伝
え
始
め
ま
し
た
。
時
々

大
き
な
余
震
で
、
机
に
つ
か
ま
り
な
が

ら
放
送
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
対
策
本

部
へ
も
ス
タ
ッ
フ
が
出
向
き
、
被
災
情

報
を
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
越
地
震
発
生
か
ら
放
送
内
容
は
時

間
と
共
に
変
化
。
被
災
情
報
、
安
否
情

報
、
避
難
所
情
報
、
小
中
学
校
・
保
育

園
の
休
校
情
報
、
病
院
の
入
院
患
者
の

安
否
情
報
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
放
送
。
海

外
か
ら
の
在
住
者
へ
の
多
言
語
放
送
等

多
岐
に
わ
た
る
放
送
内
容
で
し
た
。
地

震
発
生
か
ら
三
日
後
に
、
総
務
省
か
ら

臨
時
災
害
放
送
の
免
許
が
下
り
ま
し

た
。既
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局「
Ｆ

Ｍ
な
が
お
か
」
そ
の
も
の
が
長
岡
市
の

臨
時
災
害
放
送
局
に
な
っ
た
国
内
初
の

事
例
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、

後
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
臨
時
災

害
放
送
局
の
多
く
を
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
か
ら
直
ち
に
臨
時
災

害
放
送
局
に
移
行
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
潟
県
中
越
沖
地
震
や
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
も
当
社
は
現
地
に
出
向

き
、
臨
時
災
害
放
送
局
の
立
ち
上
げ
や
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